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提供機能

サービスメニュー

活用イメージ

アダプタ (プロトコル用)

プロトコル

HULFT

FTP ※サービス側の受信時は同期処理できません。

SFTP ※本サービスがクライアント側の場合は利用可能です。

個別 お客様個別のインターフェース ※クラウドサービス固有のデータ転送ソフトウェア など

アダプタ (データベース用)

データベース RDB Oracle、IBM DB2、Microsoft SQL Server、PostgreSQL 

アダプタ (クラウドサービス用)

Salesforce（SFDC） -

Amazon Web Service（AWS） EC2、EMR、S3

Microsoft Azure Blob、Queue、Table

個別処理

変換処理
文字コード変換 EBCDIC、SHIFT-JIS、UTF-8

フォーマット変換 CSV、JSON、XML

集計処理 四則演算 加算、減算、乗算、除算

制御処理 チェック機能 データサイズチェック、ファイル到達チェック

基本サービス

連携機能
1対1～N対Nの連携が可能
(オンプレミス ⇔ クラウドサービス、 クラウドサービス ⇔ クラウドサービス、 オンプレミス ⇔ オンプレミス)

個別処理 連携間の個別処理を実装可能（不要な場合は省略可）

⚫ 連携元はインターネット接続環境を用意することなく、既存プロトコル利用で連携先クラウドサービスと接続することができます。

⚫ 個別処理の実装により、連携の過程で文字コード変換が可能です。

⚫ 連携先はご利用中のクラウドサービスにてデータを受信できます。文字コードが変換されているので、すぐに業務を開始できます。

例）オンプレ上のデータをクラウドサービスを利用している営業スタッフに渡したい。

※上記は提供機能の一部です。詳細は別紙「サービス仕様書」を参照いただくか、弊社担当営業までお問い合わせください。

⚫ DataCATSは、日本にサーバーを設置しており、日本へのデータの移転が行われます。
⚫お客様は、自らの責任において、個人データの域外移転規制を含む国内及び海外における一切の法令を遵守する義務がございます。
お客様に起因してお客様が被った損害については、弊社は責任を負いかねますこと、ご留意ください。

TEL：050-3142-7889 Mail：helpdesk01@tns.toyotasystems.com
URL：https://www.toyotasystems.com

記載されている会社名、製品名およびサービス名称は各会社の商標または登録商標です。
記載内容は2019年5月現在のものです。記載された仕様は予告なく変更する場合があります。
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